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共値事戴特纂
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凰軍（オランダ）

=̂:‘‘』
センターでは、男女平等を進める市民グループが企画し、センターが会湯提供や広報を行い共催
することで市民の皆さんの活動をサポートしています。
今年度実施した共催事業から、主催グループが報告します。

(1) 3-ロッ／1り子77頃〈姓 (H20.1. 30) 主俺：NPO法人ル・バトー
I• • • 
： 現在、私はNPO法人ル・バトーで久留米市より委託されだファミリー・サポート・セ‘ノターくるめ
： の運営をしています。合の活動をするきっかけになっだのが、男女平等推進センダーで行われだ「子
： 育てママ応援講座」でしだ。それガらサークル活動やセンターで出会つだ万々と共催の事業の企画を
： するようになL）ました。今回は、昨年福岡県の「女性研修の翼」の団員としてオランダ・デンマークで
： 研修し学んだ琴を多くの万々と共有するために、報告会の企画をしました。
： 私がそこで感じだことや、研修に行くためlこ学んだ制度などを、 3カ国で比較しながら、私の気づき
： を皆さんにあ話ししましだ。
： 特にファミリー・サポート・センターの事業でも、日々感じていだ女性の労働と、子育てというとこ
： ろを中心にしましだ。（報告者：吉岡マサヨ さん）

私のなぜだろう？どうし
てだろう？を3カ国で比
較してみましだ。
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*HDI：人問開発指数(HumanDevelopment Index) 
「長寿を全うできる健瞑的な生活」「教育」及びr人間らしい生
活水準」という人問開発の3つの側面を問略化した指薮．

*GDI：ジェンダー開発指数(Gender-RelatedDevelopment Index) 
HD1と同じ側面の達成を測定するものであるがその際女性
と男性の間で見られる達成度の不平等に注目したもの。

*GEM：ジェンダーエッバワーメント指数(GenderEmpowerment Index) 
女性が政治及び経済活動に参加し、意思決定に参加できるか
どうかを測るもの。

人魚廼（デンマーク）

オランダはワークジェアリソグによるバート労働
が多く、デンマークではフルタイムで働く女性だち
が多いようです。でも、どちらも産休・育休中の給与
保障があ，）、賃金格差もありません。
人が生きていく上での人生の選択肢が沢山あり、そ
れが制度として保障されている国々では、人が人と
して主さるという春らしが見えてきました。
子どもを育てるということが、親だけの責任ではな
く、社会全体で育てているということが、制度からも、
そこで生きる人たちからも感じられましだ。

報告会の後は、合久留米で出来ることを考えるだめ
に、参加しだ万々 とグループつークで、生活の中で困っ
ていることや、変だなぁー？と思うことを話してい
だだきましだ。
ワークの中では男女問わず、＂働き万の見直し ＂や、
＂久留米で起こっていることにもっと関 Iらを持とう！＂
＂政治の貧困＂などなど••とても身近で現実的なあ紀
がいくつも出てきました。一つでも久留米で実現で
きるよう、私もル・バトーも活動していきだいと思
います。
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叫ビとを行ってしl甜l
主催： Sば～ぷるリポン

S・ば～ぶるリポンでは、毎年「DV被害女性支援ポランティアコタッフ蓑成講座」を開催してい

ます。共催の男女平等推進センター、各界の専門職の万だちのあだだかいご支援とご協刀に支えられ、

受講くださる万だちの熱意と、口摯な姿勢に励まされて、約7ヶ月・ 14回に及ぷ長丁場の講座を、

総力を挙げて取り組んでいます。

この講座では、女牲に対する襲刀をめぐる歴史や定義、構造、背景なとを学ぷ概論から始まリ、中

盤は福祉の現場誓察署精神科医、弁護士など、DV被害者との関連の深い分野での支援の現状に

関する専門家や専門職の万からの報告、終盤は相談を受けるだめの塁本を、グループワークや0-
ルプレイなどのワーク中心に実践的に学びます。受講料let1回 10 0 0円ですが、この種類の講座

としては「格安」と言われています。

「ポランティアスタッフ養成」としていますが、 DV問躁を体系的に学びだい人や、すでにどこガ

で相談日として活動している人のDV問題の研修としての参加の受け入れもしています。DV問題

と向き合ってみだい万、あ薦めの講座です。

毎年新しい万だちとの出会いあり、学びあ1）で、グループのスタッフにとっても、日ごろの活動の

基本に立ち返り、自分を振り返る良い機会になっています。また、初回からこの隅座にご協力くださっ

ている専門聴の万たちとの扉の見える運携を確認できる機会にもなっています。

令年も5月 10日の開始に向けて準備中です。

ジャーナルの読者の方の参加をあ待ちしています。

(3)、邪痕麿樟曼l格子tも
雑 9期B029

切諏幻馘眉蔭
”が生まれ斜。

サポ-ト オ プ ヴ チ ャ イ ル ド

主催：SUPPOrtof the Child 

釦 pportof the Child!さ、泰力の被害を受けだ子ともを支援することを目的としたグループです。

5月には、合年で3期生目となるポランティアスタッフガ、長ガった養成講座を終え、子どもたち

の支援活動に待望のデビューをいだします。

養成講挫は、毎年男女平等推追センターの共惟を得て、5ヶ月閻1こ渡って実施しています。長期間

の連続講座となるだめ、運営にも大変な労力を要しますが、センターをl；；じめ、各講師の方からの多

大なる協力を得て、合年で3期を終える事ができましだ。

養成講座では、さまざまな子どもの現状を学ほうと、スクールカウンビラーや養護施設、DV殺害

者支援グループからの話を聴きましだ。まだ、支援の基本となる「子どもの権利」について歴史や、

＂基本的人権としての子どもの権利℃ついて弁護士ガら話を聴きました。支援活動をするための自

分自身のあり万もアサーティ ブネストしーニングとして体験しました。

講座は全 11回のコースで、現状や理誨支援活動を始めるにあだってのトレーニソグと、体系的

に学べる構成となっています。

養成講座の受講者は、暴力の被害を受けている子どもの問題を、自らの経験やさまざまな思いに

込め、少しでも子ども達の支援につなぎだいと、毎回熱心に受講されています。

この養成講座を通じ、襲力の被害を受けている子どもへの支援の綸が広がることと、私たちの活動

をより多くの市民に知っていだだく機会になればと願います。
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，「青年期の性意謹と恋愛モラルに関する調査」

久留米大学膏年期研究会
男女学生の性意識や恋愛モラ1しについて、県内大学生の500余人から

得たアンケート結果を分析して発表墨否力らは、男女が共C生活をし、

相駿しあえる環境が男女平等意識を高める重要な要因ではないかまだ

恋愛には性交渉ガ視野に入ってくる肪代に生きながら性知識let十分で

ないことが述べられました。仕役割観の調蒼からは男女平等について

認墨していながらも、実社会を経験していないための慢れからか、多く
の学生が「社会で男性と対等に釦き、かつ良妻賢母でもある」女性像を理

想としていることも明らガにされました。

「交際相手からの暴力防止啓発プログラムに関する若年層の意識調査」

縛ることが「愛捐の証」と思い込んでしまう I0代～20代の恋愛関係

にあるカップルにあける塁刀。交際相手からの暴刀に気づき、若者たちガ

受け入れやすい啓発プログラムを作るために、大学生の男女5人から、現
代の若者の恋愛観とその実懸を聞き取り調蒼。その中で、若者たちの恋愛

を否定しないことが重要であるとゎヵったものの、恋愛とめぐる布肋にジェ

ンター怠識による笥）があること、糾）あつ関係と昂格電話が強化してい

ることなどが明ら力にされました。この実懸をふまえ「デートDV防止プ0

クラムJの作成に際し、携帯電話色EチーフCした寸劇が有効であ，）、それ

を題材にグループで意見交換するなと、自分以外の考えを知ることができ
るようなプ0•プラムが望ましいとの提色がありました。

（※躙査研究の概要をまとめた報告書をご喩望の方は、センクーまで：：：連絡ください．）
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知って活かそう働く）レール

しごと応援セミナー （第1回1/19 第2回1/26)

講師 渡邊富美子（弁護士）

雇用の流勁化が造み、仕事を安わることが増えてさていaむ

まだ、雇用形惹も、iE社貝のほガ、バート・派遭 ・契約社貝と

多様化している3元、自分が合、とんな条件で鉱＼ているの

か知ってあくことほとても重要です。

第1回目「あなたの働き万はどのバターン？」では、雇われ

て働く人を守る法律の数々について概観しだのち、各人の労

働条件をチェックする作菜をしました。自分の屈用王は誰か、

働＜場所がとうして他社なの力等の疑問が出てきた人もいて、

屑用形態の違いを貝体的こ学ぷことができました。

その後、この3月から施行の「労働契約法」の解説これまで

積み重ねられてきた判例を基本としてつくられた新法は、働

＜呑にも使用者にも、雇用のルールとして機臨するよう期待

されています。

公

し

ヽ
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第2回目「ちょっと困っだ経験

ぁ，）ません力」は、職場のトラプ）し

として多い問題 ①時間外労働や

年休などの時間笞理に関すること、

②セクI¥ラやいじめなど人問関係

についてと、2班に分ガれて情報

交換と解決策についての話し合い
9 -

み としまし~.

名班とも真剣に自分の経験を語りあい、法往的な判断が

必要なところでは、講師がコメット。また、職場であガしい

と思うことに面面した時の対応策として、「経過や窓実関係

の記録を残す」「磁場で共感者をさがす」「公的な相談窓0や

専門家に相談してみる」なとのアドバイスがありました。

参茄者からは「色んなの證場の実情を聞いて驚いた」「労

働法のことを知って勉強になっだ」などの感想が多数出さ

れました。
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2008年度 センターの事業紹介
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き

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、
相
当
な
稿
神

力
が
あ
っ
て
も
な
あ
、
司
記
と
し
か
言
い
よ
う
の

な
い
も
の
で
す
。

披
害
者
の
求
め
る
サ
ポ
ー
ト
と
は

相
談
の
賜
面
で
出
会
う
多
く
の
被
害
体
験
者

は
、
感
楕
を
邸
え
な
が
ら
無
表
情
で
淡
々
と
話
さ

れ
ま

b
。
そ
の
状
態
に
、
相
狡
者
の
心
の
傷
の
深

さ
が
伝
わ
っ
て
き
て
心
が
痒
く
な
り
ま
す
。被
害

者
を
困
せ
る
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け

に
国
囲
の
関
係
者
は
と
ま
ど
い
ま
す
が
、
今
回
の

告
訴
敗
り
下
げ
の
記
印
に
、
私
た
ち
相
駁
U
関
わ

•
•••

••
•
•••

••••• 

る
者
は
、
被
害
者
の
気
持
ち
・意
思
を
大
切
に
、
被

••
•••••

••••

••
••
••
•• 

害
者
の
求
め
る
サ
ポ
ー
ト
を
心
が
け
な
け
れ
ば

．
．
．

．
 

い
け
な
い
と
、
改
め
て
肝
に
銘
じ
に
次
第
で
刃

沖
縄
の
少
女
の
回
復
を
、
心
ガ
ら
願
っ
て
い
ま

す。

．．、 男女平郵彫誼からRお知らせ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

： 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律が平成20年 1月11日から変わりました ・
• 0改正の主な内容

• I保珀命令制度の拡充

1生命又はg体に対するft迫を受けた被布者に係る保壊命令

2帽話等を禁止する保護命令

① 面会の要求

• ②行動の監視に関する祁項を告げること等

・ ③ 若しく粗野・乱暴な言動： ④熊m電話．述続しての電話・ファク シミリ・1fi1・メール（緊急やむをi3ない場合を餘<J ・
. R 夜JUI（午後10時～午り(J6時）の電話・ファクシミ リ・電子メール（緊急やむを褐ない場合を除く。）

⑥ 汚物・動物の死体等の著しく不快又は嬢悪の情を催させる物の送付等

・ ⑦名営を害する事項を告げること等

R 性的溢恥心を得する事項を告げること芍又は性的蕊恥心を内する文害・図直の送付等

3被害者の親族等への接近禁止命令

． ＂市 町村基本nt穂iの策定の努力義務

• Ill記偶者暴力柑芯支扱センターに関する改正

1市町村による配偶者暴力相談支援センター設訊の努力義務

2被害省の緊急時における安全の確保を配偶ど暴力相談支援センターの菜務として明記

• IV裁判所から配似者暴力相談支扱センターヘの保語命令発令の通知

・ 内閣府では配偶者からの暴力被害者文援tm報サイ ト(http://,v..vw.gender.go.jp/e-vow /index.htm)を開設しています． ． 

： ひとりで悩まないで相談してみましょう

＊久留米市男女平等推進センター柑萩寇 0942-30-7802 
＊久留米市家庭子ども相訣諜 0942-30-9208 
＊入留米警察署生活安全諜(JEI久留米地域の方） 0942-38-0110 ・ ＊うきは警察抒生活安全係(Ili田主丸地域の方） 0943-76-51」0

| ＊:lヽ郡警察堺生活安全係(IEl北野地域の方） 094 2-7 3-0 1 J o ※相駿は無料です。 ・
• ＊域訪警察署生祈安全係（旧城島 ・三瀦地域の力）0942-62-lllO 秘密la守リます。.................................................... 
●7 男女平等推進セソタージャーナル

私
た
ち
「
め
だ
か
の
＾

“Jは
異
菜
債
で
働
く
女
性
の
学
料
グ

ル
ー
プ
(19
人
）
で
す
．
福
岡
果
筑
後
”
働
福
祉
事
務
所
主
催
『・

V
女
性
向
け
の
支
汲
セ
ミ
ナ
ー
」

(
1
9
9
0
年
）
を
受
講
し
た
メ

ン
バ
ー
が
巾
心
と
な
っ
て
こ

a
t的
な
括
動
を
絞
け
て
い
ま
す
．

今
年
で
19
年
目
を
迎
え
．

2
ヶ

n“に
兌
行
し
て
い
る
＾
ぢ
暢
も

102
号
に
な
り
ま
し
た

t#“
fめ
だ
か
の
学
校
J

に
ち
な
ん
で
名
づ

け
た
グ
ル
ー
ブ
名
；
馳
が
生
徒
か
先
生
か
＂
と
い
う
よ
う
に
、お

互
い
が
門
江
分
野
の
先
生
に
な
っ
て
?
習
を
続
け
て
い
ま
す
．
そ

し
て
．
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
愕
し
．成
果
を
セ
に

中
戯
を
中
心
に
色
々
な
場
所
で
允
及
し
て
き
ま
し
た
．

男
杖
平
亨
饗
違
セ
ン
タ
ー
の
開
飢
関
(
2
0
0
1
年
）
の
、
7

く
る

め
フ
ォ
ー
ラ
ム
J

で
は
｀
寸
閑
ぶ今
、
め
だ
か
は
ど
こ
い
る
の
？
J

を

>[[
5

る
め
フ
す
ー
ラ
ム
」
に
は
．
ぜ
ひ
、
こ
の
企
画
で
参
加
し
た
い
と
以
っ

て
い
ま
す
．
他
の
グ
ル
ー
ブ
や
よ
り
柑
い
人
た
ら
と
も
述
帯
し
て
、

色
ん
な
綱
や
ワ
ー
ク
を

一
緒
に
企
庫
で
き
た
ら
と
も
思
っ
て
い
ま

す
．
女
性
の
紀
力
が
卜
分
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
を
日
指
し
て．

一
祐
に
乍
習
し
ま
せ
ん
か
．
若
い
月
の
参
加
大
歓
迎
＂
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DVDの
•1...出しOKI

4月18日（金）14OO~<a.e●字鼻付）

「アイ・ラブ・ユー」 1999年 B*(ll 1分）

ろう者の硝子は聴者の消防士の天とJヽ淳3年生の娘

と平凡な生活を送っている．彼女は自分の手記をみ

た同級王nら娘・愛ガT校でいじのられていること

を知，）、ジョックを受ける。硝子は愛を勇只付けよ

うと目分ガ蔀向さ：：生さる姿を見ビるためにろう

もの劇団C入ることを決患する。日不で田のろうも

の女優・忍足亜希子のデピュー作

5月168（金）14:00-(B4,.,:●付l

「心の香り 」1992年 中国(97分）

只釘しい祖父と、無0な少年。京釘を介して通い合

うふたつの心と福いこ、＂かな感動作．的親の闊婚

が決まり、会ったこともなかった祖父のもとに預け

られることになっだ桑 （チンチソ）。かつて京劇の

名優と謳われた祖父9a、京京にとつて厳しい気覧し

•だった。しnし、回リの人たちとの交滋をきつか
けに、次第に心と通わせていく。朱 （チュつジュイ）

の演技ガ涙と誘う。

uふ氾
• ·• .I-) 

I、̀-• ゞ
牙 r-
v, ;々会

目 ， し ・・;),t、

`” ＼ -・ s̀ .-.ヽ

6月20B（金）14:00~8本璽'J!畢m

「アイ・ラブ・フレンズ」 2001年 8本(113分）

ろう名のIJメつマン・史渕Id.夭と亡くし、息子と只

妹と3人暮らし。ある日、心に深い傷を負っだ造閉

家・柴田と出会ぅ．過去から立ち直れず、人との閃

ゎリを這けようとワる栄田だが、不思羅な刀によっ

て文樹との距鮨叫縮まつていく．人との聞係によっ

て傷つき、 また、人との関係にふつ て•生きる力＇を

もらうということを思い起こさせてくれる作品．

12100呑呑芸忠唸ヤ四` 男女平専措進センタージャーナル 8● 


